
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
春のご挨拶 新時代に向けて 

「未来はつくるもの」 
 

 

 

「世の中は、今日よりほかはなかりけり 昨日は過ぎつ 

明日は知られず」という古歌(詠人知らず)があります。今を

存分に生き、満喫することは大切です。ただし、今は過去

からの蓄積の上にあり、未来は今の積み重ねの先にあ

ることも忘れることはできません。そして、いつも今は混

沌としており、未来は見通し難いのが悩みの種です。 
 

「ダグラス・有沢の第二法則」 
昭和のころ、「夫の所得が高いと妻が働く率は低くなり、

夫の所得が低ければ妻が働く率は高くなる」（ダグラス・有

沢の第二法則）と言われ、これにより家計所得が平準化さ

れていたとされます。これが、当時「一億総中流社会」と

まで言われた、現今より格差感の小さい社会をもたらし

た要因のひとつであると考えられています。 

ところが昨今は、夫の状態とは関係なく妻が働くことが

増え、妻の所得が家計所得を左右しています。家計所得

がとても高い家庭（パワーカップル）がある一方で、その正

反対の家庭もあります。こうしたことも格差拡大の要因の

ひとつとして指摘されています。(参考：橘木俊詔・迫田さやか

著「夫婦格差社会 - 二極化する結婚のかたち」中公新書) 

さらに、格差は拡大だけでなく、その固定化（例えば、教

育費などを通して世代を超えて）も懸念されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「サクセスストーリー」 

しかし、格差の固定化傾向については、今に始まった

ことではないようです。漫画家・西原理恵子氏によると、

幼少期の西原氏の家庭は貧困にあえいでいたそうです。

地元の周囲の人たちも同様だったそうで、そうした貧困や

それがもたらす不幸が親から子に連鎖しやすいことを、

西原氏は著書で体験をもとに述懐しています。(西原理恵

子著「この世でいちばん大事な「カネ」の話」角川文庫) 

そうした負の連鎖から西原氏を救ったのは、母親が財

産の大半を娘(西原氏)に託し、勉強をさせるため東京に送

り出したことにあったようです。 

似たような、外国のサクセスストーリーを耳にしたこと

はありませんか。それは、貧困に苦しむ家族が一族から

の援助も受けて、一人の子どもを資金面などで支援し大

学で学ばせるなどして、立身出世するというものです。 

企業活動でも同じ見方をすることができます。企業は、

現行の製品・事業で稼いだ利益で、新製品や新技術の

開発を支え、企業の将来を、人類の未来を切り拓いてい

ます。現状に甘んじたり、ただ漫然とやったりしているだ

けでは、未来の種を蒔くことも、それを芽吹かせることも

難しいものです。 
 

「行動が未来をつくる」 
混沌とした状況を乗り越え、輝く未来をつかむために

は、目標やアイデアをもち、それに向かって継続的に行

動を積み重ねていかなければなりません。そして、それを

支え続ける経済的な裏付けも不可欠です。 

皆さまの資産状況や収支、家族構成や経営状況など

を踏まえ、総合的な観点から資金計画を考え、皆さまが

夢見る未来への道筋を展望するのは、ファイナンシャル

プランニングやライフプランニングの役割のひとつです。

改めてライフプランニングをしてみませんか。 
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プロが指南する「魅力アップ講座」     ～鼻をかむ時のマナー～ 

周りもスッキリ 
 

 

電車に乗っていた時、後ろの男性が大きな音で鼻をか

み始め、不意を突かれすこしビックリしたことがあります。 

人前で鼻水が出て困った時、「生理現象だから人前で

鼻をかむのは仕方ない」それとも「人前では極力我慢」皆

さまだったらいかがでしょうか。 

どこでも堂々と鼻をかむ人もいれば、「人前でかむの

は／かまれるのはちょっと…」と感じる方もいらっしゃいま

す。鼻のかみ方には、はっきりとしたマナーがなく、考え

方も基準も人それぞれの解釈があるようで、いざという時

に困ることがあります。 
 

「スッキリ」 
できることなら、鼻水はその場でスッキリしたいですね。

また、鼻水が出るというだけで仕事を休むわけにはいき

ませんし、楽しみにしていた食事だって、相手をがっかり

させないためにもキャンセルはしたくありません。何とか

自分も周囲もスッキリする方法はないものでしょうか。 
 

「場面に応じて」 
そこでおすすめは、まず、周囲の人に予め鼻の調子が

悪いことを伝えましょう。鼻水の原因は相手の気になると

ころでもあります。カゼなどの場合は、相手に伝染するこ

とがあることをお忘れなく。その上で、鼻をかむ時は 

①音はなるべく小さく控えめに。 

②鼻水がひどい時は席を外してお手洗いなどで。 

③周りに食事中の人がいる時はその場を離れます。 

④会話をしながらなど、何かをしながらかむのは NG。 

⑤使った後のティッシュペーパーは人目に触れないよ

うに後始末することも大切です。 

こんな配慮さえあれば、少しは気が楽になりそうですね。 

もちろん、症状がひどい場合は、可能であれば薬で症

状を抑えたりすることも大切です。ただし、薬の服用にあ

たってはお医者さまにご相談なさってください。 
 

「外国の方とは」 
国によりますが、海外では人前で鼻をかむことよりも、

むしろ鼻をすする方がタブーだと言われます。確かに、鼻

をすする音もそれはそれで気になりますね。 

鼻水が出るという生理現象を我慢し続けるのは身体に

も悪いもの。状況に応じた配慮をすることで、自分も周り

の人もスッキリしたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師紹介】茂木 ゆみ（Excellent Heart 代表） 
国内航空会社にグランドスタッフとして通算 17 年間勤務。皇族、国会議員、大手企業トップ等の VIP 接遇を 4 万回以上経験する。 

現在は企業向けのマナー講師、個人向けの品格アップ・パーソナルコンサルタントとして活動中。 
 

 

 

こんな時はご連絡をお願いいたします  
 
 

 

皆さまのライフプランや事業プランをお守りするために、

次のようなときは、私までご連絡をお願いいたします。 

●各種手続きや保障内容の見直しなどのお手伝いをいたします。 

□ 保険金・給付金等の請求手続きが必要 

□ 入院／手術／退院（含予定） 

□ 災害や事故などに遭遇（または心配） 

□ ご結婚／ご出産／入進学／転居（含予定） 

□ 昇進／転勤／転職／起業（含予定） 

□ 年金／相続／介護について話を聞きたい 

□ 保障内容を確認／見直したい 

□ 紹介して欲しい人／提供し欲しい情報がある 

□ 紹介したい人がいる 

□ 事業拡大や事業承継のご計画（法人様） 

□ 福利厚生制度／役員の保障のご相談（法人様） 

□ 企業のリスク洗い出しのご相談（法人様） 

●その他 

ご質問やご要望、悩みごとなどございませんか。近況

なども気軽にお聞かせいただければ幸いです。 
 

 

 
（差出人・連絡先） 

ソニー生命保険株式会社 

新宿ライフプランナーセンター第４支社 

エグゼクティブ ライフプランナー 

町田 信行 
 

掲載内容等に関するお問い合わせは私まで。 

〒151-0053 
渋谷区代々木 2-1-5 
JR 南新宿ビル 18F 
TEL: 03-5358-1704 FAX: 03-5358-1724 
携帯: 090-3681-3416 
メール: NOBUYUKI_MACHIDA@sonylife.co.jp 
http://2way.ne.jp/SL/MachidaNobuyuki/ 

禁無断転載 


